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平成27年4月1日、

多様な勤務体制に合わせた
保育環境を整え、仕事と子育て
の両立支援を図ることを目的に、新
しい園舎を建設し、地域型保育施設
「うつのみやなでしこ保育園」と病児
保育施設「おはなほいくえん」を開園
しました。
　お預りするお子さまに対しては、職
員一同、愛情を持って毎日一生懸命
取り組んでいます。詳細は12
ページをご覧ください。

当院は日本医療機能
評価機構認定病院です
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地域型保育施設「うつのみやなでしこ保育園」
病児保育施設「おはなほいくえん」が開園しました
地域型保育施設「うつのみやなでしこ保育園」
病児保育施設「おはなほいくえん」が開園しました
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〈改正法〉脳死下提供件数（N＝165）
〈旧法〉脳死下提供件数（N＝86）
〈改正法〉心停止下提供件数（N＝206）
〈旧法〉心停止下提供件数（N＝1,291）

図2：臓器移植ネットワークと関連施設

図3：臓器提供件数の年次推移

改正法
施行後

図1：臓器移植できる臓器と臓器移植希望登録者の現状

く
な
っ
た
場
合
に
、
健
康
な
人
の
臓
器
を

移
植
し
て
、
機
能
を
回
復
さ
せ
る
医
療
で

す
。
健
康
な
家
族
か
ら
の
肺
・
肝
臓
・
腎

臓
な
ど
の
部
分
提
供
に
よ
る
生
体
移
植
と

亡
く
な
ら
れ
た
人
（
脳
死
後
※
ま
た
は
心

臓
が
停
止
し
た
死
後
）
か
ら
の
臓
器
提
供

に
よ
る
移
植
が
あ
り
ま
す
。
移
植
で
き
る

臓
器
は
、
心
臓
・
肺
・
肝
臓
・
腎
臓
・
膵
臓
・

小
腸
及
び
眼
球
（
角
膜
）
で
す
〔
図
1
〕。

　
臓
器
を
提
供
す
る
側
の
事
を
「
ド

ナ
ー
」、
受
け
取
る
側
の
事
を
「
レ
シ
ピ

エ
ン
ト
」
と
呼
び
ま
す
。
脳
死
で
の
提
供
、

す
な
わ
ち
ド
ナ
ー
の
手
術
が
出
来
る
病
院

は
、
全
国
で
約
8
5
0
病
院
で
可
能
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
脳
死
下
臓
器
提
供
病
院

と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
病
院
は
、
当
院

を
含
め
全
国
で
3
8
4
病
院
と
限
ら
れ
て

い
ま
す
〔
図
2
〕。

特　集

臓
器
移
植
の
歴
史
と
現
状

　　
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
の
腎
臓
提
供

は
、
1
9
7
9
年
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
脳
死
後
で
の
心
臓
・
肺
・
肝
臓
・
腎
臓
・

膵
臓
・
小
腸
・
眼
球
の
提
供
は
1
9
9
7

年
10
月
16
日
に
「
臓
器
移
植
法
」
が
施
行

さ
れ
て
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
と
違
い
、

銃
に
よ
る
犯
罪
が
少
な
い
た
め
、
頭
部
だ

け
の
外
傷
と
い
う
の
は
非
常
に
少
な
く
、

急
病
な
ど
で
こ
の
よ
う
な
病
院
に
搬
送
さ

れ
、
さ
ら
に
臓
器
提
供
を
考
え
る
事
が
出

来
る
状
態
に
な
る
症
例
は
非
常
に
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。
臓
器
移
植
法
が
施
行
さ

れ
、
2
0
1
0
年
9
月
に
1
0
0
症
例
目

を
迎
え
る
ま
で
実
に
13
年
の
月
日
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
書
面
に
よ
る

本
人
の
意
思
確
認
が
必
要
な
ど
提
供
条
件

が
厳
し
か
っ
た
た
め
、
第
1
例
目
の
ド

ナ
ー
ま
で
、
法
律
の
施
行
か
ら
2
年
を
要

し
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
7
月
に
臓
器
移

植
法
が
全
面
改
訂
し
、
ご
家
族
の
意
志
だ

け
で
提
供
可
能
に
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に

は
15
歳
未
満
と
い
う
年
齢
制
限
も
緩
和
さ

れ
た
た
め
提
供
数
が
増
え
ま
し
た
〔
図

3
〕。
し
か
し
そ
れ
で
も
2
0
0
例
目
を

迎
え
た
の
は
2
0
1
2
年
11
月
で
約
2
年

は
じ
め
に

　
現
在
、
医
療
は
高
度
に
発
達
し
、
各
臓

器
の
役
割
や
仕
組
み
も
詳
し
く
解
明
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
に
も
特
異
的
な
治

療
法
が
発
見
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
以
前

は
、
不
治
の
病
と
さ
れ
て
い
た
「
が
ん
」

も
早
期
発
見
に
よ
り
克
服
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
臓
器
の
働
き
そ

の
も
の
を
取
っ
て
か
わ
る
の
は
、
非
常
に

困
難
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
白
内
障
や

人
工
透
析
な
ど
ご
く
一
部
の
み
が
臨
床
応

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
臓
器
は
、

人
工
臓
器
で
は
補
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

特
に
重
い
病
気
や
事
故
な
ど
に
よ
り
臓
器

の
機
能
が
低
下
し
、
臓
器
移
植
と
い
う
手

段
で
し
か
治
療
で
き
な
い
患
者
さ
ま
が
多

数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

臓
器
移
植
と
は

　
臓
器
移
植
は
、
病
気
や
事
故
に
よ
っ
て

臓
器
（
心
臓
や
肝
臓
な
ど
）
が
機
能
し
な

を
要
し
、
3
0
0
症
例
目
を
迎
え
た
の
は
、

2
0
1
4
年
12
月
で
や
は
り
約
2
年
を
要

し
ま
し
た
。
一
年
で
約
50
症
例
の
み
で
す
。

　
現
在
日
本
で
臓
器
提
供
を
待
ち
望
ん
で

い
る
患
者
さ
ま
は
、
約
1
万
3
0
0
0
人

で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
移
植
を
受
け
ら

れ
る
方
は
年
間
約
3
0
0
人
で
す
。
如
何

に
困
難
な
数
字
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
3
0
0
症
例
目

の
ド
ナ
ー
の
提
供
手
術
は
当
院
で
行
い
ま

し
た
の
で
、
新
聞
な
ど
で
ご
覧
に
な
っ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

待
機
患
者
さ
ま
が
圧
倒
的
に
多
い
の
は

腎
臓
で
、次
い
で
、肝
臓
・
心
臓
・
肺
・
膵
臓
・

小
腸
と
な
り
ま
す
。
現
在
の
登
録
者
数
は
、

P
1
の
図
1
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
2
0
1
3
年
に
は
、
脳
死
下
臓
器
提
供

数
が
47
件
あ
り
、
腎
臓
63
症
例
・
肝
臓
38

症
例
・
心
臓
37
症
例
・
肺
40
症
例
で
し
た
。

腎
臓
と
肺
で
総
提
供
数
を
上
回
っ
て
い
る

の
は
左
右
両
側
が
あ
る
た
め
で
す
。

い
ず
み

ま
な
ぶ

移
植
で
し
か
救
え
な
い
命
が
あ
る
　

移
植
で
し
か
救
え
な
い
命
が
あ
る
　

臓
器
移
植

泉
　
　
学

総
合
内
科
　
主
任
診
療
科
長

ひとりの提供が数人の命につながります
グリーンリボンは、世界的な移植医療のシンボルです。 グリーンは成長
と新しいいのちを意味し、“Gift of life”（いのちの贈りもの）によって
結ばれた臓器提供者（ドナー）と移植が必要な患者さま（レシピエン
ト）のいのちのつながりを表現しています。グリーンリボン

臓器移植できる臓器

脳死下臓器提供件数

臓器移植希望登録者数
（2015.3.31現在）

腎臓

肝臓

心臓

肺

膵臓

小腸

臓器提供施設
（約850病院施設）

この内、脳死下臓器提供施設として公表されているのは
全国で当院を含め384病院です。
●大学附属病院　 ●日本救急医学会の指導医指導施設
●日本脳神経外科学会の基幹施設又は研修施設
●救命センターとして認定された施設
●日本小児総合医療施設協議会の会員施設

日本臓器移植
ネットワーク

12,894人

387人

385人

245人

201人

5人

眼球
（角膜）

心臓
肺

肝臓

腎臓

膵臓

小腸

※ 

脳
死
と
は
、
全
脳
の
機
能
が
停
止
し
て
、
元
に

は
戻
ら
な
い
状
態
を
い
い
ま
す
。
脳
死
に
な
る

と
、
人
工
呼
吸
器
を
つ
け
て
い
て
も
、
数
日
後

に
は
心
臓
が
停
止
し
ま
す
。

2010年の改正
臓器移植施行に
より脳死下臓器
提供数が増えて
います。

臓器を提供する方
の善意を無駄にし
ないように、多く
の関連施設や関係
者が協力体制を整
えています。

都道府県の移植普及組織

HLA検査施設※

移植施設

透析施設
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※HLAはヒトの白血球のタイプを表すもので、
一人一人異なる型を持っています。臓器移植後
の拒絶反応を最小限に抑えるため、HLA型をあ
らかじめ調べ、移植の時に備えます。
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（件）
（件） N=251



図4：意思表示の方法
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筆者紹介

総合内科　主任診療科長

泉　学 医師

　
2
0
1
5
年
3
月
31
日
ま
で
の
、
提
供

数
は
3
2
0
症
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
栃

木
県
内
の
臓
器
提
供
施
設
は
、
当
院
を
は

じ
め
、
獨
協
医
科
大
学
病
院
・
自
治
医
科

大
学
附
属
病
院
・
足
利
赤
十
字
病
院
・
那

須
赤
十
字
病
院
・
N
H
O
栃
木
医
療
セ
ン

タ
ー
で
す
。
こ
れ
ま
で
県
内
で
は
、
6
症

例
が
提
供
さ
れ
、
自
治
医
科
大
学
附
属
病

院
・
獨
協
医
科
大
学
病
院
で
そ
れ
ぞ
れ
1

症
例
ず
つ
で
、
当
院
が
4
症
例
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。
心
移
植
を
行
い
得
た
の

は
、
県
内
で
は
当
院
だ
け
に
な
り
ま
す
。

今
後

　
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心

と
な
り
、
臓
器
移
植
と
い
う
言
葉
自
体
が

大
分
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
は
、
免
許
更
新
の
際
に
、
臓
器
移
植
の

意
思
の
有
無
に
つ
い
て
記
載
す
る
欄
が
免

許
証
の
裏
面
に
あ
る
の
を
ご
存
知
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
他
、
意
思
表
示
の
方
法
に

つ
い
て
は
上
記
図
4
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
を
象
徴
と
し
た

啓
蒙
活
動
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
〔
P
1
上
部
参
照
〕。

　
当
初
と
比
較
し
て
、
随
分
と
身
近
な
も

の
に
な
っ
て
き
た
臓
器
移
植
で
す
が
、
移

植
数
か
ら
み
る
と
、
ま
だ
普
及
し
て
い
る

と
は
言
い
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

　
臓
器
移
植
で
し
か
救
え
な
い
命
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
た
め
、
臓

器
移
植
を
受
け
た
方
か
ら
、
提
供
し
て
下

さ
っ
た
ド
ナ
ー
の
ご
遺
族
へ
の
サ
ン
ク
ス

レ
タ
ー
と
い
う
感
謝
の
お
手
紙
を
拝
見
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
長
期
入
院
で
い

つ
尽
き
る
か
わ
か
ら
な
い
命
と
分
か
っ
て

い
な
が
ら
何
も
出
来
な
い
状
況
で
あ
っ
た

方
が
退
院
し
、
社
会
復
帰
ま
で
出
来
る
事

に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
子
供
に
親
ら
し
い

こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
お

手
紙
で
し
た
。
臓
器
移
植
は
、命
の
リ
レ
ー

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
改
め
て
そ
れ

を
実
感
し
、
心
が
震
え
ま
し
た
。
突
然
の

病
態
で
、
大
切
な
ご
家
族
が
死
の
淵
に
い

て
、
そ
れ
で
も
回
復
を
祈
っ
て
い
る
方
々

に
、
回
復
の
可
能
性
が
無
い
と
い
う
事
を

告
げ
る
の
は
、
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
す
ぐ
に
脳
死
と
言
う
言
葉
を
使

わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
常

に
ご
家
族
の
側
に
寄
り
添
い
、
そ
の
上
で

時
間
を
か
け
て
、
状
態
の
回
復
が
難
し
い

こ
と
、
困
難
な
状
態
で
あ
る
こ
と
、
不
可

能
な
事
、
を
順
を
追
っ
て
説
明
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
臓
器
移
植
が

検
討
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
状
態

の
と
き
に
初
め
て
脳
死
と
い
う
言
葉
を
使

い
ま
す
。
ご
家
族
の
方
々
は
通
常
驚
か
れ

ま
す
が
、
幸
い
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
当
院
で
の
経
験
と
自
分
の
経
験

を
説
明
し
、
真
摯
に
対
応
す
る
こ
と
で
こ

れ
ま
で
4
件
の
ド
ナ
ー
手
術
に
立
ち
会
わ

せ
て
頂
く
経
験
が
出
来
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
臓
器
提
供
は
全
身
を
管
理
す
る
と
い
う

事
か
ら
、
当
院
で
は
総
合
内
科
が
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
、
誠
心
誠
意

診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
に

実
直
に
当
た
ら
せ
て
頂
い
た
結
果
、
ご
家

族
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
出

来
た
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
仕
事
は
非
常
に
困
難
な
仕
事
で
す

が
、
も
し
も
う
一
度
機
会
が
あ
る
と
言
わ

れ
た
ら
、
率
先
し
て
受
け
持
た
せ
て
頂
く

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
情
熱
を
持
っ

て
取
り
組
み
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
家
族
の
突
然

の
容
態
の
変
化
で
、
心
中
穏
や
か
で
は
な

い
時
に
、
私
た
ち
の
お
話
し
に
耳
を
傾
け

て
下
さ
り
、
大
き
な
決
断
を
し
て
頂
い
た

方
々
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

健康保険証に記入 運転免許証に記入

意思表示カードに記入 インターネットによる意思表示

栃木県オリジナル臓器提供意思表示カードに記入

http://www.jotnw.or.jp/m/

http://www.jotnw.or.jp

モバイルサイトはコチラ

【
参
考
】

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.jo
tn
w
.o
r.jp

《専門医療》 
循環器、脳卒中、超音波診断

《学会専門医等》
医学博士
日本内科学会認定医
日本循環器学会専門医
日本超音波医学会専門医･指導医
日本脳卒中学会専門医 
AHA BLS/ACLS Provider 

臓器提供までの流れ

移植コーディネーターによる説明

臓器提供を希望するご本人の意思表
示があるか、又はご本人の意思が不
明な場合で、ご家族が臓器提供につ
いて説明を聴くことを希望するとき
には、主治医などからの連絡を受け
て移植コーディネーター※が病院を訪
れ、説明を行います。

脳死判定（脳死後の提供時のみ）
※移植コーディネーターとは

移植コーディネーターの仕事は、
臓器提供を考えているご家族に
必要な説明を行い、提供から
移植がスムーズに運ぶよう調整する
「いのちの橋渡し」をすることです。

臓器提供が決まれば、脳死判定が行
われます。脳死判定は法に基づいた
厳格な方法です。2回目の脳死判定が
終了した時刻が死亡時刻となりま
す。家族が希望すれば脳死判定に立
ち会うこともできます。

移植を受ける患者さんの選択

移植を希望する人は日本臓器移植
ネットワークに登録されています。
提供される臓器が最も適した患者さ
ま（レシピエント）に移植されるよ
うに医学的な基準に従って公平に選
ばれます。

ご家族の意思決定

説明を聴きたくないと思われた時
は、いつでも断ることができます。
移植コーディネーターから説明を受
けた後、十分に話し合いをして臓器
を提供するかどうかをご家族の総意
として決めます。

臓器の摘出と搬送

レシピエントが選ばれると、提供す
る臓器の摘出手術が行われます。摘
出された臓器は、移植手術を行う施
設に迅速に運ばれて移植を待つ患者
さまに移植されます。

＊心臓が停止した死後の腎臓・眼球などの
　提供では法的脳死判定は必要ありません。

1

2

3

4

5
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【
文
責　

医
療
技
術
部　

臨
床
工
学
課
】

第
六
回

医

療

め

ぐ

り機

器

腎
不
全
と
は
　

　
腎
不
全
は
、
様
々
な
原
因
に
よ
り
腎
臓

の
働
き
が
不
十
分
に
な
っ
た
状
態
で
す
。

腎
不
全
に
な
る
と
全
身
の
倦
怠
感
や
食
欲

不
振
、
吐
き
気
、
頭
痛
、
浮
腫
み
、
息
苦

し
い
な
ど
の
尿
毒
症
と
い
わ
れ
る
症
状
が

出
て
き
ま
す
。

人
工
透
析
と
は

　
人
工
透
析
と
は
、
腎
臓
の
機
能
を
人
工

的
に
代
替
す
る
治
療
を
い
い
ま
す
。
下
記

の
図
1
に
表
す
よ
う
に
血
液
を
一
度
体
の

外
に
出
し
て
人
工
腎
臓
（
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
）

を
通
し
て
老
廃
物
や
過
剰
な
水
分
を
取
り

除
き
、
き
れ
い
に
な
っ
た
血
液
を
体
の
中

に
戻
し
ま
す
。

の
余
分
な
物
質
や
水
分
の
除
去
を
行
う
も

の
で
す
。

　
「
拡
散
」
と
は
、
水
溶
液
中
の
物
質
が
、

透
析
膜
を
介
し
て
濃
い
方
か
ら
薄
い
方
へ

移
動
す
る
現
象
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の

現
象
を
利
用
し
て
血
液
中
の
老
廃
物
や
電

解
質
の
カ
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
・
リ
ン

等
は
除
去
し
ま
す
。
ま
た
、
逆
に
重
炭
酸

イ
オ
ン
な
ど
は
補
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
こ
で
、
透
析
の
原
理
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。
こ
の
図
の
中
の
透
析
器
「
人

工
腎
臓
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
人
工

腎
臓
は
、
血
液
と
透
析
液
の
間
に
あ
る
水

分
と
小
さ
な
物
質
の
み
を
通
過
す
る
半
透

膜
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
膜
を
介
し

て
、
水
分
と
物
質
の
移
動
を
行
う
こ
と
で

老
廃
物
な
ど
を
除
去
し
、
ま
た
体
に
足
り

な
い
物
質
の
補
充
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
図
2
に
も
表
し
ま
し
た
が
、

人
工
腎
臓
の
原
理
に
は「
ろ
過
」と「
拡
散
」

が
あ
り
ま
す
。

　
「
ろ
過
」
と
は
、
透
析
後
に
陰
圧
を
か

け
る
こ
と
で
、
こ
の
圧
力
に
よ
り
血
液
中

腎不全と人工透析
じんふぜん じんこうとうせき

3
階

臨
床
工
学
課　

Ｍ
Ｅ
セ
ン
タ
ー

人
工
透
析
に
つ
い
て

処名

其 の 一

腎
臓
の
お
話
　

　
腎
臓
は
、
背
中
の
腰
よ
り
少
し
上
に
位

置
し
て
い
る
臓
器
で
、
左
右
に
一
対
あ
り

ま
す
。
そ
ら
豆
の
よ
う
な
形
を
し
て
い

て
、
大
き
さ
は
成
人
で
こ
ぶ
し
位
、
重
さ

は
1
5
0
g
程
で
す
。

　

腎
臓
の
主
な
機
能
は
、

❶
体
内
の
老
廃
物
排
出

❷
体
内
の
水
分
量
を
調
節

❸
血
圧
の
調
節

❹
血
液
の
電
解
質
濃
度
の
調
節

❺
血
液
の
酸
性
や
ア
ル
カ
リ
性
の
調
節

❻
血
液
を
造
る
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

❼
骨
の
生
成
に
効
力
の
あ
る

　

ビ
タ
ミ
ン
D
の
産
生
等
で
す
。

透析用監視装置　DCS-27其 の 二

　

一
般
に
透
析
装
置
と
言
っ
て
も
、
治
療
法

や
用
途
に
よ
り
色
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
透
析
用
監
視
装
置
D
C
S‒

27
」

は
、
腎
セ
ン
タ
―
や
一
般
病
棟
で
人
工
透

析
を
行
う
際
に
使
用
し
ま
す
。
通
常
の
透

析
で
は
治
療
に
要
す
る
時
間
は
3
時
間
〜

4
時
間
で
す
。

持続緩徐式血液浄化装置ACH-10其 の 三

図1：人工透析の仕組み

図3：CHDF療法の仕組み

　

こ
の
装
置
は
、
主
に
、
手
術
後
な
ど
で

体
力
が
低
下
し
て
い
る
患
者
さ
ま
に
使
用

し
ま
す
。

　

右
の
装
置
が
当
院
で
主
に
使
用
し
て
い

る
装
置
で
、「
持
続
緩
徐
式
血
液
浄
化
装

置
A
C
H‒

10
」
と
い
う
装
置
で
す
。
こ

の
装
置
は
、Ｃ
Ｈ
Ｄ
Ｆ（
持
続
的
血
液
透
析

ろ
過
法
）
と
い
う
治
療
法
で
使
用
す
る
装

置
で
す
。

図2：人工腎臓（ダイアライザ）の原理
　

Ｃ
Ｈ
Ｄ
Ｆ
療
法
と
は
、
前
述
し
た
人
工

透
析
と
少
し
違
う
治
療
法
で
す
〔
図
3
〕。

例
え
ば
集
中
治
療
室
な
ど
で
、
持
続
的
に

体
内
の
老
廃
物
の
除
去
と
過
剰
な
水
分
の

除
去
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

↑当院の腎センターです。
多くの透析用監視装置が整然と配置されています。

これらの透析用監視装置に透析液を供給する装置も設置されています。

人工腎臓

人工腎臓の原理

透析B液を作る装置 透析液濃度を管理する装置透析Ａ液を作る装置　

この治療法は患者さまの
体への負担が少なくなります。

血液ポンプ

透析液

廃液

血液 抗凝固薬

浄化血液

動脈側
(脱血)

静脈側
(返血)

透
析
器

透
析
液

供
給
装
置

血液ポンプ

透析液

廃液

抗凝固薬

浄化血液

動脈側
(脱血)

静脈側
(返血)

透
析
器

血
液 供

給
装
置

透析膜を通るもの

透析膜を通らないもの

尿毒素(尿素・クレアチニン・尿酸など)
電解質(Na、K、Ca、Pなど)

パイロジェン(細菌が出す毒素)

赤血球

白血球

細菌

ウイルス

蛋白質(低分子蛋白では
もれるものがある)

血液

ダイアライザー

透析膜

透析液

補
充
液

じ
ん
ぞ
う

け
ん
た
い
か
ん

む

く
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文
責
　
薬
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指
導
課
　
湯
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晶
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【
文
責
　
医
療
技
術
部
　
言
語
聴
覚
課
】

口を開けて

閉じる

1

42

5 6 7

上の歯と下の
歯を見せて

閉じる

3

唇を突き出し

横に引く

頬をふくらませて

すぼめる

舌の尖端を左端

右端につける

舌の尖端を上げて

下げる

舌を前に突き出して

奥に入れる

7

正しい目薬のさし方
薬 やく　  に立つ！

くすり  のあれこれ

やく　  に立つ！

くすり  のあれこれ

やく　  に立つ！

くすり  のあれこれ

FILE.6

の体操の体操 －飲み込むときに働く筋肉の運動－

前回の春号で、病気だけでなく加齢に伴う筋
力の低下などが、飲み込みの機能低下の原
因となることがあるというお話をしました。
そこで今回は、食べ物や飲み物を飲み込む
ときに働く筋肉の運動を紹介したいと思い
ます。それぞれの動作を可能な範囲で数回ず
つ行ってみてください。

ワンポイント
リハビリ

正しい目薬のさし方を知っていますか？誤った方法で目薬を使い続けると目薬の効果が十分に発揮されない、目薬が汚染
されてしまうということがあります。目薬を使用している方は自分の使用方法が正しいかどうか確認してみましょう。

指が目薬の容器の先に触れて汚染される
ことがないよう、手を石鹸でよく洗います。

目薬が目頭にある涙の排出口（涙点）から
流れ出ていかないように、まぶたを閉じ、
目頭を軽く押さえます。

※2種類以上の目薬を使用する場合は目薬をさす間隔と順序に注意が必要です。
   目薬をさす間隔は５分以上あけるようにしましょう。さす順番については医師または薬剤師に確認してください。

容器から取り外したキャップを清潔な
ところに置きます。

目の周りにあふれ出た目薬は清潔なガーゼや
ティッシュで拭き取ります。

使用後はキャップをしっかり閉めて
清潔なところに保管しましょう。

下まぶたを軽く引いて、目薬 1回につき 1滴を
確実に目の中に入れます。

容器の先をまつげや目につけないようにしましょう。
目薬の汚染に繋がります。
また眼球を傷つける可能性が有ります。

目薬をさしたあと、目をパチパチさせると目薬が
涙と一緒に目頭の方に集まって、涙点から喉の方
へ流れ出てしまいます。目薬をさした
あとは目をパチパチしないようにしましょう。

涙点

口く
ち

疲れたら休みましょう。
見た目よりも疲れることがあります。
時間は短くてもかまいません。

1

2

3

4

5

6
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【
文
責
　
医
療
栄
養
科
　
調
理
師
　
　
関 

司
】

プチトマト 
キュウリ
玉葱
生バジル

材料（4人分）

10個～12個
1/2本
1/4個
3～4枚

マリネソース
  酢
  塩
  砂糖
  オリーブオイル

小さじ1～2
小さじ1/3
小さじ1/2
大さじ1

エネルギー

《１人分あたり栄養素》

38kcal

トマトのマリネトマトのマリネ

1
プチトマトは湯むきを
し、皮とへたをとる。 
キュウリは乱切りにす
る。

2
生バジルをあらみじんに
切る。

3
玉葱をあらみじんに切
り、水にさらす。
数分後、ザルに上げキッ
チンペーパーで水気をき
る。

4
マリネソースの材料を合
わせる。

5
　　　までの材料とマリ
ネソースを合わせ冷蔵庫
で 30分以上冷やす。

6
お皿に盛り、お好みでバ
ジルの葉を飾る。

季

節

の

素

材

で

トマトのマリネトマトのマリネ

医
食
同
源
れ
し
ぴ

医
食
同
源
れ
し
ぴ

　
今
回
の
材
料
は
「
夏
野
菜
」
で

す
。
夏
野
菜
に
は
体
を
冷
や
す
働

き
が
あ
る
と
と
も
に
「
カ
リ
ウ
ム
」

と
い
う
成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
カ
リ
ウ
ム
に
は
尿
の
排
泄
を
促

し
、
体
の
余
分
な
熱
を
逃
が
す
働

き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
成
分
の
他

に
も
夏
野
菜
に
は
水
分
を
多
く
含

む
も
の
が
多
く
体
温
を
下
げ
る
助

け
を
し
ま
す
。

　
今
回
の
レ
シ
ピ
で
使
用
す
る
野

菜
は
ト
マ
ト
と
キ
ュ
ウ
リ
で
す
。

ト
マ
ト
は
体
を
冷
や
す
だ
け
で
な

く
、
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
リ
コ
ピ

ン
や
ビ
タ
ミ
ン
C
、
カ
リ
ウ
ム
が

特
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ュ
ウ
リ
に
は
ミ
ネ
ラ

ル
を
多
く
含
み
体
を
冷
や
す
だ
け

で
な
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
を
促

す
働
き
が
あ
り
、
夏
バ
テ
予
防
・

二
日
酔
い
に
摂
り
た
い
食
材
の
ひ

と
つ
で
す
。

　
暑
い
夏
に
簡
単
で
美
味
し
い
レ
シ

ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

マリネソースは、
冷製パスタのソース
としても使えます。

今回の素材

トマト

1

1～3
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マイ★スターに一問一答！ が
ん
看
護
専
門
看
護
師
と
は
？

　

が
ん
患
者
さ
ま
の
身
体
的
・
精
神
的
な

苦
痛
を
理
解
し
、
患
者
さ
ま
や
そ
の
ご
家

族
に
対
し
て
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）
の
視

点
に
立
っ
た
水
準
の
高
い
看
護
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
日
本
看
護
協
会
で
認

定
さ
れ
た
資
格
で
す
。

が
ん
看
護
専
門
看
護
師
の
仕
事
は
？

　

専
門
看
護
師
は
、
専
門
看
護
分
野
に
お

い
て
以
下
の
6
つ
の
役
割
を
果
た
し
ま

す
。

❶
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
に
対
し
て
卓
越
し

た
看
護
を
実
践
し
ま
す
。

❷
看
護
者
を
含
む
ケ
ア
提
供
者
に
対
し
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。

❸
必
要
な
ケ
ア
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め

に
、
保
健
医
療
福
祉
に
携
わ
る
人
々
の
間

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

❹
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
の
権
利
を
守
る
た

め
に
、
倫
理
的
な
問
題
や
葛
藤
の
解
決
を

は
か
り
ま
す
。

❺
看
護
者
に
対
し
ケ
ア
を
向
上
さ
せ
る
た

め
教
育
的
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

❻
が
ん
看
護
の
研
究
活
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
職
種
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

看
護
師
に
な
っ
て
か
ら
今
ま
で
遣
り
甲

斐
を
感
じ
得
た
の
も
、
自
分
の
い
た
ら
な

さ
を
思
い
知
っ
た
の
も
、
が
ん
看
護
を
通

し
て
で
し
た
。
そ
こ
で
、
が
ん
患
者
さ
ま

が
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
少
し

で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
と
思
い
、

が
ん
看
護
を
学
び
に
大
学
院
に
進
学
し
ま

し
た
。
社
会
人
か
ら
学
生
に
戻
り
2
年
間

勉
強
で
き
た
こ
の
時
間
は
、
看
護
師
の
経

験
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
貴
重
な
も
の

で
し
た
。
現
在
は
、
が
ん
看
護
専
門
看
護

師
の
資
格
を
取
得
し
、
が
ん
患
者
さ
ま
の

様
々
な
苦
痛
を
和
ら
げ
る
た
め
の
緩
和
ケ

ア
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

8:30

13:00

14:00

16:00

17:30

緩和ケアチームで関わっている
患者さまの状況を確認、
がん相談支援センターにて
がん相談に対応

休憩

緩和ケアチームの回診
木曜日は緩和ケア外来の診察介助　

病棟のがん患者さまの相談に対応

退勤

佐藤さんの
ある日のスケジュール

Group photo

●●職員紹介●●

シリーズ 第7回 がん看護専門看護
師

回診時の緩和ケアチームの皆さん
（前列右が佐藤さん）

　今回は、がん看
護専門看護師と

して当院に勤務
する

佐藤さんにお話を
うかがいました！

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に
つ
い
て

　

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
は
医
師
・
看
護
師
・
薬

剤
師
・
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の 

様
々
な
職
種
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
治
医
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
患
者
さ
ま
・

ご
家
族
の
苦
痛
を
や
わ
ら
げ
、
が
ん
療
養
上

の
様
々
な
問
題
の
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
、

患
者
さ
ま
が
そ
の
人
ら
し
い
、
よ
り
良
い
療

養
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

佐藤　香奈
  さとう　　　 かな　

さん

Ｑ
．
趣
味
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
通
勤
中
の
電
車
の
中
で
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
映
画
や
昔
流
行
っ
た

ド
ラ
マ
を
観
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
家
の
中
に
い
る
こ
と
が
好
き

な
の
で
、
没
頭
で
き
る
読
書
や
少

し
ば
か
り
習
っ
た
こ
と
が
あ
る
ピ

ア
ノ
を
思
い
出
し
な
が
ら
弾
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
幼
馴
染
と
の
ラ

ン
チ
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

Ｑ
．
気
分
転
換
し
た
い
と
き
は
ど
う

し
て
い
ま
す
か
？

Ａ
．
趣
味
に
時
間
を
割
き
、
母
親
の

手
料
理
を
食
べ
昼
寝
を
す
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
夫
と
美
術
館
や
本
屋
を

巡
っ
て
、
何
も
考
え
ず
に
過
ご
す
こ

と
も
大
切
な
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

の
ん
び
り
し
た
時
間
が
と
れ
れ
ば
、

ス
ト
レ
ス
は
和
ら
ぎ
ま
す
。

Ｑ
．
好
き
な
言
葉
は
何
で
す
か
？

Ａ
．「
起
こ
る
必
要
が
な
か
っ
た
こ

と
は
起
き
な
い
」、「
答
え
と
は
、
誰

か
に
教
え
て
も
ら
う
も
の
で
は
な

く
、
自
ら
の
手
で
導
き
出
し
て
い
く

も
の
」、「
自
然
に
任
せ
る
」
の
3
つ

で
す
。
最
近
は
特
に
、
努
力
で
は
解

決
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
感
じ
る

よ
う
に
な
り
、
自
然
に
任
せ
て
物
事

が
動
く
の
を
待
っ
た
り
、
見
守
っ
た

り
す
る
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

Ｑ
．
今
後
の
目
標
・
意
気
込
み
を
ど
う
ぞ
！

Ａ
．
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
と
き
か
ら

患
者
さ
ま
や
ご
家
族
が
病
気
と
と
も

に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
入
院
・

外
来
と
も
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
る
体
制
を
作
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

患
者
さ
ま
や
ご
家
族
の
立
場
に
立

ち
、
自
分
だ
っ
た
ら
、
自
分
の
家
族

だ
っ
た
ら
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
、

尚
且
つ
自
分
の
価
値
観
の
み
に
と
ら

わ
れ
ず
広
い
視
野
で
物
事
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
と
て
も

難
し
い
こ
と
で
す
が
、
日
々
勉
強
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
も
元
気
に
笑
顔
で
働
く
ヒ
ミ
ツ
を
教
え
て
も
ら
う
べ
く
、
笑
顔

の
「
匠
」
の
素
顔
に
迫
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
♪
こ
こ
で
は
、
日
々
の
業
務

や
職
種
に
つ
い
て
も
詳
し
く
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

笑
顔
の
マ
イ
　
ス
タ
ー

笑
顔
の
マ
イ
　
ス
タ
ー

当院の緩和ケアチーム

　

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
へ
ご
依
頼
が
あ
っ
た
病

棟
の
患
者
さ
ま
に
は
、
回
診
を
し
て
、
主
治

医
と
病
棟
看
護
師
と
協
力
し
な
が
ら
苦
痛
を

軽
減
で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
は
、
外
来
患
者
さ

ま
に
対
し
て
緩
和
ケ
ア
外
来
で
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

回診中の様子

や

が

い
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第２回がん患者集会とちぎを開催しました3月

　3月15日、“がんになっても安心して人生を送れる社会の実現を目指して”をテーマに「第2回がん患者集会とちぎ」が当院で開催され、130名以上が参加しました。第1回の昨年同様、「がん患者支援・癒しのヴァイオリン」が演奏され、和やかな雰囲気で会が始まりました。
 第一部では、悪性リンパ腫全国患者会理事の多和田奈津子氏が自身の小児がん（甲状腺がん・16歳）、若年がん（NK細胞リンパ腫・25歳）、脳梗塞（42歳）の経験をもとに、基調講演「若年がんを経験して、生きていくということ」を講演しました。

講師・スタッフ集合写真

吉田良二 院長

向井万起男 医師

がん患者さまとそのご家族の手形

　4月4日、当院で第4回宇都宮消化器症例検討会が開催され、地域の開業医ら約80名が参加しました。同検討会は、4年前から当院の消化器病センターが、地域の開業医との病診連携の円滑化と、消化器疾患を中心とした最新知識の勉強を目的に、年1回開いています。
　検討会では、当院消化器内科の田原利行主任診療科長と、外科の篠崎浩治主任診療科長が、診療の現状を報告し、その後、症例の検討が行われました。
　ミニレクチャーでは、田原科長が「C型肝炎の最新の治療」、外科の木全大医長が「鼠径ヘルニアの当院の治療戦略」の演題で講演しました。
　特別講演では、元慶應義塾大学医学部准教授の向井万起男医師が、「アメリカの知られざる姿から学ぶ」の演題で講演。自動車で長距離一人旅をした経験からアメリカ文化や社会問題など多岐にわたって紹介しました。最後に、向井医師のご専門の一つであるアメリカ大リーグの話題となり、「今年活躍する、また、故障しそうな日本人メジャーリーガー」について解説と予想が発表され、会場は多いに盛り上がりました。

第4回宇都宮消化器症例検討会を開催しました
4月

地域型保育施設「うつのみやなでしこ保育
園」と

病児保育施設「おはなほいくえん」が開園
しました3～4月

病児保育施設「おはなほいくえん」ご利用
の方法

〒321-0974 栃木県宇都宮市竹林町941番地
3

TEL : 028-678-9600

開園時間 : 平日8:00～18:00　土曜日8:00
～13:00

❶ご利用の際には、前日または当日までに
お電話（028-678-9600）で空き状況等を

確認し、予約をしてください。

　 《予約受付時間》 前日:【平日】8:00～1
8:00【土曜】8:00～13:00　当日:【平日・

土曜】8:00～10:00

❷ご利用当日に「病児・病後児保育事業利
用申請書」（様式1）、主治医（かかりつけの

医師）の発行した

　「利用連絡票」（様式2）、「与薬依頼書」（様
式3）を提出してください。（※様式1～3の

各書類の入手先は下記参照）

❸お子さまを預ける際に、その日の利用料（
1回2,500円）をお支払いください。

❹ご利用期間は1回につき7日を限度とし
ます。

❺1日あたり利用定員は12名です。

「おはなほいくえん」には
看護師と保育士が常駐して
います。
お気軽にご相談ください。

●様式1・2
・宇都宮市 保育課
・宇都宮市HPよりダウンロード

●様式1・2・3
・おはなほいくえん

※各書類（様式1～3）の入手先

保育室
園庭

保育園外観

　3月26日、福田富一県知事（県済生会
会長）

をはじめ、多数のご来賓をお迎えして、
地域型

保育施設「うつのみやなでしこ保育園」
と病児

保育施設「おはなほいくえん」の竣工式
を開催

しました。
　式典は、福田会長の式辞で始まり、建

設にご

尽力いただいた企業への感謝状贈呈、来
賓祝辞

と続き、最後に吉田良二院長から謝辞が
述べら

れました。その後、ご来賓の皆さまには
完成し

たばかりの施設を見学して頂きました。

　うつのみやなでしこ保育園は、職員のお
子さまのみを預かる院内保育園でしたが

、平成27年度より

開始した国の「子ども子育て支援新制度」
に賛同し、保育を必要とする地域の子育て

家庭の支援を推進

するための地域型保育事業に参加しまし
た。定員110名のうち、90名を職員のお

子さま、20名を地域

枠として市内の3歳未満のお子さまをお
預かりしています。

　また同施設内には、病児保育施設「おは
なほいくえん」を併設し、病気又はけがの

回復期にあるため

集団生活が困難で家庭での保育ができな
いお子さまをお預かりし、職員及び地域

の病児、病後児にお

ける保育環境の確保と子育て家庭の支援
をしていきます。「おはなほいくえん」は、

宇都宮市と、協定を

結んだ県内12市町の住民が利用できま
す。市町を超えた広域利用が可能になる

のは栃木県では初め

てのことです。

　現在は開園したばかりで、定員12名に
対しての利用状況は日によってまだ変動

がありますが、お預

りするお子さまに対しては、職員一同、愛
情を持って毎日一生懸命取り組んでいま

す。病児保育は当院

としても初めての事業でありますが、社
会福祉法人としてこれからも積極的に地

域活動にも取り組ん

でいきたいと思います。

　第二部では「がんになっても人生をあきらめない」と題してシンポジウムが行われ、3名の若いサバイバー※の方々に、がんを宣告されてから今に至るまでの貴重なご体験をお話して頂きました。
 「がんになったら何もできないわけではない」「自分に与えられた使命としてできることを続けていきたい」「患者自らがその思いを伝えていくことが大切」と、貴重なご意見を聞くことが出来ました。
※がんと診断され、治療中、あるいは治療後の方々。
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診療実績 平成27年3月 平成27年4月 平成27年5月

延外来患者数

実入院患者数

平均在院日数

救命救急センター患者数

救急車台数

手術件数

32,794人

1,400人

13.3日

1,154人

413台

613件

31,693人

1,372人

12.6日

1,138人

399台

575件

28,559人

1,280人

13.8日

1,405人

457台

490件

栃木県からのおしらせ

救急医療体制のおしらせ
INFOR

MATION
2

宇都宮市夜間休日救急診療所

外来

入院

初期救急

診療時間
案内

宇都宮市内
5病院

夜間

休日

午後7：30～翌朝7：00

午前9：00～午後5：00

午後7：30～翌朝7：00

電話  028-625-2211

入院を必要とする
重症の患者さんを治療

2次救急
3次救急

栃木県救命救急センター

生命の
危機 生命の危機にひんしている

状態の患者さんに高度な治療

※済生会宇都宮病院に併設

救急患者

※平成26年度診療報酬改定により、平均在院日数の計算式が変わりました。

診療科により受付時間が異なる場合がございますので、詳細は
ホームページまたは初診受付前設置の「診療部各科外来担当医師
表」をご確認ください。受診科に関するご相談は、１階エントラン
スホール「総合案内」の看護師にお気軽にお声かけください。

※当院を初診で受診する際は、まず、かかりつけ医に受診し、専門的な治療や検
　査または入院などが必要とされた場合に、紹介状を持参して頂きますよう
　お願いいたします。
　（初診時に紹介状がない場合には、選定療養費3,000円＋消費税をお支払い
　頂くことになりますので、ご理解のほどお願いいたします。）お問い合わせや
　ご質問がございましたら、総合受付までお尋ねください。

一般外来診療のご案内

8：30～11：00受付時間

お盆休み期間中（8月13日～15日）も
　　通常通り※診療いたします。
※土曜日午後・日曜日の一般外来は休診となります。
　救急の患者様は救急外来にて対応いたします。

※1　NHO=独立行政法人国立病院機構
※2　JCHO=独立行政法人地域医療機能推進機構

済生会宇都宮病院
NHO※1栃木医療センター
NHO※1宇都宮病院
JCHO※2うつのみや病院
宇都宮記念病院

2015年度　市民公開講座のお知らせ

●スケジュール 会場はすべて当院2階のグリーンホールです。

※都合により、内容は変更となる場合もございます。ご了承ください。

当院では、地域の皆さまが病気や医療について知識を深め、健康増進・維持に役立てていただけるよう、健康
講座を開催します。今年度開催の講座は以下の通りです。参加は無料となりますので、ぜひご参加ください。
参加の申込みは、各講座開催日2ヶ月前より受付をいたします。

みやのわ47号みやのわ情報局（12ページ ）の写真注釈に「栃木県立宇都宮女子高等学校」と表記しておりますが、正しくは「栃木県立宇都宮中央
女子高等学校」となります。記事内容の誤りによりご迷惑をおかけしましたことを心よりお詫び申し上げます。

みやのわ47号の訂正とお詫び

INFOR
MATION

3

お子さんの急な病気やけがで心配なとき、
ご連絡ください。
看護師が対応のアドバイスをいたします。

栃木県からのおしらせ
とちぎ子ども救急電話相談

028－600－0099
午後6:00～午前8:00（平日）
午前8:00～午後6:00（休日）

脳卒中の急性期治療と予防につ
いて。

ピアノとソプラノによる「癒しのコ
ンサート」と「緩和ケアホスピスマ
イド」についての講演。

自宅で出来る健康管理や毎日の
食生活・運動量など生活習慣につ
いて。

生活習慣の見直しの提案と、糖尿
病を正しく理解しその病態に合わ
せた運動療法・食事療法・薬物療
法の重要性を解説いたします。

認知症を正しく理解し、地域で暮
らす認知症の人や家族に対して
暖かく見守り支援する。

市民公開講座

脳卒中市民公開講座

ホスピス緩和ケア週間記念講演
「がんの痛みを癒す・ホスピスマインド
～死から生といのちを考える」

10月3日（土）
14:00～16:00

10月17日（土）
13:00～15:00

株式会社ランドマップ代表取締役 医師　清水 健一郎
専門分野：糖尿病、栄養、アンチエイジング、リスクマネジメント

9月5日（土）
14:00～16:00

NST市民公開講座
「体重・血圧・血糖を測って、
健康を維持しよう」

11月7日（土）
13:00～15:00

認知症市民公開講座
「認知症を学ぼう
～認知症治療とケアの基本～」

神経内科　　　　　 今井 明・冨保 和宏 
退院支援課看護師　 中村 由喜子

糖尿病市民公開講座
11月21日（土）
13:30～16:00

糖尿病・内分泌内科　藤田 延也・友常 健
糖尿病認定看護師・糖尿病療養指導士　など

脳神経外科　中務 正志 
神経内科　　今井 明・冨保 和宏 
脳卒中リハビリテーション看護認定看護師　佐藤 郁美

第20回日本緩和ケア医療学会学術大会 大会長
昭和大学医学部 医学教育推進室　高宮 有介

日　時 内　容 講　師



当院ではホームページを開設し、
さまざまな情報を提供しており
ます。
みやのわバックナンバーも公開し
ております。

ホームページのご案内

www.saimiya.comwww.saimiya.com

地域医療支援病院は、他の病院または
診療所から紹介された患者さまに対して
医療を提供していること、医療機器など
を地域の医療機関と共同利用できるこ
と、救急医療を担っていること、地域の
医療従事者のために研修を行っているこ
と、などの役割があり、都道府県知事の
承認を受けます。
当院は「地域と共に進化し続ける病院」
のビジョンの下、急性期医療・救急医療
を担い、ますます信頼される病院を目指
していきます。

地域医療支援病院

当院は「地域がん診療連携拠点病院」とし
て、地域の医療機関や他のがん診療連携拠
点病院との連携を密にして、より良いがん診
療を提供していきたいと考えています。当
院では1階「がん相談支援センター /医療
相談・看護相談室」で、専門的知識を有す
るスタッフが、がんに関するさまざまな質問
や相談におこたえしています。

地域がん診療連携拠点病院

14

栃木県立がんセンター

獨協医科大学病院
自治医科大学附属病院
佐野厚生総合病院
上都賀総合病院

済生会宇都宮病院
都道府県
がん診療連携
拠点病院
地域

がん診療連携
拠点病院

地域医療機関

リレーエッセイ
　
日
本
は
長
寿
国
と
な
り
、

正
に
「
一
病
息
災
」
は
健
康

管
理
上
も
重
要
な
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
皆
さ

ま
は
「
時
々
入
院
、
ほ
ぼ
在

宅
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
厚
労
省
は
、
今
の
病
院
中

心
の
医
療
体
制
で
は
、
急
増

す
る
高
齢
者
を
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
と
見
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
住
み
慣
れ
た
地
域

や
在
宅
で
支
え
る
仕
組
み
が

必
要
と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア

の
体
制
作
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
出
て
き
た
の
が

「
時
々
入
院
、
ほ
ぼ
在
宅
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
言
葉
の
意
味
す
る
事

は
、「
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な

れ
ば
病
気
の
一
つ
や
二
つ
は

あ
っ
て
当
然
で
あ
る
。
具
合

が
悪
い
時
は
、
短
期
間
入
院

し
て
、
後
は
暫
く
在
宅
で
療

養
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
言
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
と
っ
て

も
理
に
適
っ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
は
入
院
し
て
、
数
日

ベ
ッ
ド
上
で
安
静
に
す
る
だ

け
で
、
足
腰
が
弱
く
な
り
転

び
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
ま
た
病
院
の
環
境
は
、

自
宅
と
は
大
分
様
相
が
違
う

た
め
、
勘
違
い
や
混
乱
し
て

不
穏
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
も
大
い
に
あ
り
ま

す
。

　
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

一
日
も
早
い
自
宅
退
院
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
不
眠

や
不
穏
が
あ
っ
た
り
し
て

も
、
自
宅
に
帰
る
と
改
善
す

る
こ
と
も
良
く
あ
り
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
自
宅
は
、
高
齢

者
に
と
っ
て
は
何
よ
り
の
薬

と
言
え
ま
す
。

　
中
に
は
、
老
々
介
護
、
一

人
暮
ら
し
、
病
状
が
不
安
定

等
で
と
て
も
心
配
と
い
う
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
時
は
、
早
期
に
主
治
医
や

病
棟
の
看
護
課
長
、
退
院
支

援
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

様
々
な
社
会
資
源
を
提
案
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

き
っ
と
お
役
に
立
つ
と
思
い

ま
す
。

時
々
入
院
、
ほ
ぼ
在
宅

副院長

渡邊　カヨ子

み
や
の
わ

編
集
ス
タ
ッ
フ
の

わ

編集後記

　
い
つ
も「
み
や
の
わ
」を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。さ
て
、時
間
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
、

思
え
ば
一
年
の
半
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
夏
と
い
え
ば「
夏
祭
り
」や「
海
水
浴
」、「
夏
フ
ェ
ス
」な

ど
夏
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、こ
の

季
節
に
な
る
と
職
場
で
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
話
題
に

上
が
る
の
が「
夏
の
甲
子
園
」で
す
。

　
ま
さ
に
一
発
勝
負
の
息
を
の
む
よ
う
な
試
合
展
開
、九

回
裏
二
ア
ウ
ト
ま
で
必
死
に
戦
い
抜
く
彼
ら
の
姿
に
、私

を
含
め
魅
了
さ
れ
て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。今
年
は
一
体
ど
の
チ
ー
ム
が
勝
ち
上
が
っ
て

く
る
の
か
非
常
に
楽
し
み
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら「
夏
バ
テ
」や「
熱
中

症
」な
ど
夏
な
ら
で
は
の
病
気
が
増
え
る
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。皆
様
も
お
体
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　1923（大正12）年のこの日、関東大震災がおこりました。その大惨事を忘れないため、また台風被害の多い時期であることから、1960（昭和35）年に国土庁（現：国土交通省）によって地震や風水害等に対する心構え等を育成するため制定されました。関東大震災の惨事を教訓として防災意識を高めることを目的に、毎年各地で防災訓練などが実施されます。　自然災害は、いつ発生するのか予測できません。そのため事前の準備、意識を高めておくことが重要です。突然やってきた災害に立ち向かうために、常日頃から準備をしておきたいものです。

ちょこっとメモ

防災の日
9月1日
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当院における患者さんの権利と責任
Rights & Responsibility

Rights

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.

個人として尊重され、適切な医療を受けること
病気や治療の内容、および回復の可能性について、わかりやすい言葉や方法で説明を受けること
手術や検査など重大な診療行為を受けるかどうかの判断に、必要かつ十分な説明を受けること
治療方針の決定に主体的に参加し、自分の意思で治療を受けるかどうかを決定すること
痛みを和らげるために、原因に応じた適切な治療、ケアを受けること
他施設の医師に意見（いわゆるセカンドオピニオン）を求めること
医療に関する個人情報は保護され、プライバシーが守られること
治療を継続するために、適切な医療機関の紹介を受けること
カルテ開示を求めること
会計の内容について説明を受けること
治療に納得がいかない場合は、自分の意思で退院すること
診療行為において事故が発生した場合は、その内容を事実に基づいて、可能な限り詳細に説明を受けること

Responsibility

1.
2.
3.
4.

5.
6.
7.
8.
9.

ご自身の病状について、正確に話していただくこと
ご自身の病気や医療行為の経過について気になる点があれば、スタッフに申し出ていただくこと
同意された治療を受けるにあたっては、医療スタッフの計画や指示に基き、療養していただくこと
治療を受けない選択をされた場合、または医師の指示に応じない場合、それにより生じる医療上の問題には、
ご自身の責任で対応していただくこと
受けた医療に関する支払いには、速やかに応じていただくこと
当院での入院治療が終了した場合には、医師の指示に基づき、速やかに退院または転院していただくこと
他の患者さんや医療スタッフへの迷惑行為（大声、威嚇、暴言、医療行為の強要など）は行わないこと
院内は禁煙のため、喫煙は院外の喫煙所を利用していただくこと
面会時間、電子機器の取り扱いなど、院内の規則を守っていただくこと

当誌「みやのわ」では、読者の皆様からのご意見や感想をお待ちしております。
お名前等の個人情報は、一切掲載いたしません。匿名でご投稿頂いても結構です。また、診療に
関する個人的なご質問やご意見はこちらでは受け付けておりませんのでご了承ください。

はがき等の場合
電子メールの場合

〒321-0974  宇都宮市竹林町911－1　済生会宇都宮病院　経営支援課
miyanowa@saimiya.com

患者さんの権利

患者さんの責任

URL :www.saimiya.com

１.

２.

医療サービス提供者として次の基本を守ります

・安全で信頼性のある医療を提供します

・医療を受ける方の権利と尊厳を尊重し、満足度の向上に努力します

地域基幹病院として次の役割を果たします

・地域医療の向上に貢献します

・地域の医療福祉機関と密接に連携し、地域から頼られる存在になります

済生会宇都宮病院理念


